
M2 学卒院生 登坂皐月

岩手県の被災に伴う防災と復興の考え方を被災地

で学びました。災害がいつ、どこにあっても起きる可能
性があるため、災害を想定することが大切です。特に、
大きな災害を経験していない児童生徒を指導する教
員は、被災地に直接赴いたり、情報を収集したりしな
がら先んじて学びを深めていくことが必要です。また、
今後も変化し続ける状況に適切に対応し続けることが
児童生徒、教員ともに必要となることを忘れず、学び
続けていきたいです。

M2 現職院生 円井哲志

10月に行われた「子ども支援力開発実習」を通して、

児童生徒や教員の教育的ニーズを多面的に把握し、
共通理解すること、担任と協働して援助方針を考える
ことの大切さを学びました。今後は、これらの学びをい
かして、児童・生徒だけでなく、教員に対しても適切な
支援ができるように、さらに学びを深めていきたいと思
います。

M2 学卒院生 小林美奈子

８月の下旬から11月にかけて連携協力校で実習をしました。

実習期間中は授業や教材準備に携わらせていただくことは勿

論のことですが、学校公開研究会や学習発表会等の学校運

営に携わる経験もしました。このように、専門実習は授業づく

りを経験するだけでなく学校現場の空気感も学ぶことができ、

教員として働くことへの自信に繋がっています。

M1 現職院生 細川純平

教職大学院では、２年間の成果を教育実践研究とし
てまとめます。今年の夏に研究テーマをポスター発表
しました。今後は、１年の２月と、２年の８月に中間発
表、そして２年の最後に研究発表会が行われます。研
究では、現場での実践と大学院で学んだ理論を往還
し融合させることを目指し、現場の先生方、そして子ど
もたちの学びに貢献できるよう進めています。

M１ 学卒院生 菊池貫太

後期日程も中盤に差し掛かる中、講義や実習を通じ
て多くの学びを得ることができ、充実した日々を送って
います。院内の講義では現職院生や学卒院生との交
流、実習では学校現場に身を置くことにより、理論と
実践の融合を目指して往還させながら学びを深めるこ
とができました。様々な立場の方々との交流の中で、
教職に対する意識も日々高まっていると感じています。

M2 現職院生 馬場識子

２年間、県や各市町村教育委員会、各教育事務所、総合教育セン
ター等での講義や演習を通し、岩手県の教育ビジョンや教育行政の
仕組みについて体験的に理解を深めてきました。一人ひとりの子ど
もを主語にする教育を目指し、チームいわてとして様々な立場の
方々がその役割を果たしていることを実感しました。「何のために」と
問い続け、適切な現状把握に基づいた計画づくりやビジョンを明確に
した協働型組織を目指します。
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